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株主各位

証券コード　３６３４

2025年６月５日

株 主 各 位
東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目23番５号

株 式 会 社 ソ ケ ッ ツ

代表取締役社長 浦 部 浩 司

第25回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申し上げます。

　さて、当社第25回定時株主総会を下記により開催いたしますので、

ご通知申し上げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事

項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載し

ておりますので、以下のウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い

申し上げます。

　　当社ウェブサイト　https://www.sockets.co.jp/ir/stock02.html

　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェ

ブサイトにも掲載しておりますので、以下よりご確認ください。

　　東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）

　　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

　（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「ソケッツ」

又は 「コード」に当社証券コード「3634」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR

情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご

確認ください。 ）

　なお、当日ご出席されない場合は、書面によって議決権を行使することができますの

で、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、本招集ご通知とあわせてお送

りする議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2025年６月19日（木曜

日）午後７時までに到着するようご返送くださいますようお願い申し上げます。

　また、株主総会後の事業説明会につきまして、別紙「株式会社ソケッツ事業説明会のラ

イブ配信に関するご案内」に記載の方法にてライブ配信を行うことといたしましたので、

ご高覧いただければ幸いでございます。

敬　具
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１．日 時 2025年６月20日（金曜日）午後１時
(前回と開催時間が異なりますので、ご注意ください。)

２．場 所 東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目23番５号プライム千駄ヶ谷ビル
３階 株式会社ソケッツ本社 会議室
（末尾の「会場ご案内図」をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 第25期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）事業報

告及び計算書類報告の件
決 議 事 項
第１号議案 資本準備金の額の減少の件
第２号議案 剰余金の処分の件
第３号議案 取締役３名選任の件
第４号議案 当社従業員及び社外協力者に対してストック・オプションと

して発行する新株予約権の募集事項の決定を取締役会に委任
する件

４．招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
⑴書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、
　議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとして
　お取り扱いいたします。
⑵代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方
　１名を代理人として株主総会にご出席いただけます。ただし、代理権を
　証明する書面のご提出が必要となりますのでご了承ください。

記

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙
を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の当社ウェブサイト及 
び東証ウェブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。
　本年の株主総会につきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、議決権を有するす
べての株主様に、従来どおりの株主総会資料をお送りしております。

　株主総会の運営に大きな変更が生ずる場合は当社ウェブサイト等においてお知らせいた
します。適宜ご覧くださいますようお願い申し上げます。
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【株主様向け事業説明会】
　IR活動の一環として、第25回定時株主総会終了後に、同じ会場で事業説明会を開催いた
します。本説明会につきましては、株主の皆様にインターネットからご参加いただくこと
ができますので、別紙「株式会社ソケッツ事業説明会のライブ配信に関するご案内」をご
確認いただきますようお願い申し上げます。

　　　　◇当日のスケジュール◇
　　　　　午後１時00分～１時30分（予定）第25回 定時株主総会
　　　　　午後１時30分～２時30分（予定）事業説明会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登壇者：代表取締役社長　浦部 浩司

※当日の進行状況により開始時刻が変更される場合がございます。予めご了承ください。
※会場後方からの撮影とし、会場にご出席株主様の容姿を映さないように配慮いたします
が、やむを得ず映り込んでしまう場合がございます。予めご了承ください。
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当事業年度の事業の状況

（2024年４月１日から
2025年３月31日まで）

事　 業　 報　 告

１. 当社の現況に関する事項

（１）当事業年度の事業の状況

①　事業の経過および成果

当期におけるわが国経済は、米国の政治情勢から端を発する世界経済の

不安定さ、依然と続く国際的な物価上昇も関連する地域格差の広がり、先

行きが明るいとはいえない地球規模でのエネルギー・環境問題など様々な

複合的な要素の中、不透明感が増していく１年間でした。その中でも全体

的にいえば景況感が減退するようなことはなく、一定の水準で成長基調に

あるともいえました。資本市場においては2024年夏より市場の不安定さは

増しており、国内の家計における景況感との乖離も出てきておりました。

社会として変化性や多様性が富み予測の困難性がより増していく状況にあ

りました。

このようにますます複雑性が増す社会において、社会全体が包摂性を育

みひとりひとりがより自分らしく生きるというウェルビーイングの重要性

はより強まる時代に進んでおります。一方では生成ＡＩをはじめとしたＡ

Ｉ技術の進展は凄まじく、ＡＩと人間のあるべき関係性において今後ます

ます大きな課題と可能性の相反に向き合う状況が進むことが予想されてお

ります。

そのような時代背景において、当社は、通常のＡＩでは捉えきれない人

間の感性や感情をデータで理解することに引き続き注力しております。事

業としてエンターテイメント×感性マーケティングという分野を開拓し、

独自の感性ＡＩを活用し人それぞれの“ありたい自分”を見つけて過ごす

価値ある時間（Quality of Life）の増加に貢献する事業活動を行なって

おります。

今後より変化性や多様性が富む時代において、経済活動においても、機

能性や経済性の重要性はもちろんのこと、情緒的価値、感性価値を軸とし

た経済活動は、従来以上に重要な要素となり、当社独自の人の気持ちを繋

ぐ感性ＡＩ、感性メタデータ活用先、活用方法は広がる社会環境にありま

す。

具体的に言えば、エンターテイメント分野でのデータサービスにおいて

は、音楽・映像のインターネット配信市場の進化に向けて、着実に成長し
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ております。また感性ＡＩ技術の活用先は、エンターテイメント分野以外

の美容、健康、ファッション、食、飲料、旅、住、金融など日々の暮らし

に関わる領域に広がっており、インターネット媒体での記事・コンテンツ

のレコメンド（おすすめ）や広告などにおいて利活用が一層進んでおりま

す。

当社独自の感性データ技術は、これらのエンターテイメントデータサー

ビスや広告サービスを通じて生活者視点でいえば、自分の“好き”や“推

し”に出会う、自分らしく生きる、社会と共に生きる、自らのライフスタ

イルをみつけてより良く暮らす、そうした欲求を繋ぎ広げることを可能と

する技術です。企業視点から見ても、エンターテイメント分野において

は、お気に入りの楽曲、アーティスト、アニメ、ドラマ、映画、俳優、ク

リエイターなどと出会う機会の増加や音楽、視聴経験の向上への貢献、広

告サービスにおける感性マーケティング分野においては、短期的ではない

中期的な視点による企業が持つそれぞれのフィロソフィー、カルチャー、

ストーリー、こだわり、パーパスなどを丁寧に訴求することで、自社の感

性価値、情緒的価値をきっかけに企業と生活者が共感で繋がるより深いコ

ミュニケーション活動への貢献が可能となってきております。

当社が培ったエンターテイメント分野でのデータベースやデータマネジ

メント技術と活用し感性マーケティング分野に繋げることで、多くのアー

ティスト、クリエイターの才能を発見し、それぞれのストーリーや世界観

を可視化し、結果として新たなコンテンツ（ＩＰ※）の発掘から制作、流

通、プロモーション、コラボレーション、二次展開までのサポートを行う

ことを可能とします。創業より２５年培ったエンターテイメント分野での

データ関連技術を活用し、当社は今後のＩＰ立国日本に貢献してまいりま

す。

※楽曲、アニメ、ドラマ、小説、コミック、キャラクターなどのＩＰ

（Intellectual Property：知的財産）

当社の強みは、感性メタデータを活用した独自の感性ＡＩの開発と音

楽、映像を中心としたエンターテイメント分野を通じて人間が持つ感性や

感情を体系的、網羅的、詳細にデータベース化を行い、国内最大級の感性

データベースであるメディアサービスデータベース（以下「ＭＳＤＢ」と

いいます）として開発、運用しているところにあります。それらのデー

タ・技術開発を通じて、人間の感性と感情に寄り添う「セレンディピティ

＝偶然の幸せな出会い」を生む独自のデータサービスを可能とします。

当社は、「データベース・サービスカンパニー」として、創業以来『人
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の気持ちをつなぐ』というビジョンのもと、コンテンツに紐づく情報をデ

ータベース化したオリジナルのＭＳＤＢを開発し、具体的には現在、「音

楽データサービス」「映像データサービス」「感性ターゲティング広告サー

ビス」の３事業を展開しております。

これらのサービスについては、ユーザーベースをもつパートナー企業へ

の技術ライセンス提供として、KDDI株式会社、株式会社レコチョクを通じ

た株式会社NTTドコモ、LINEヤフー株式会社、楽天グループ株式会社、

LINE MUSIC株式会社、HJホールディングス株式会社（サービス名

「Hulu」）、株式会社フジテレビジョン（サービス名「FOD」）、株式会社集

英社、株式会社世界文化ホールディングス、株式会社CCCメディアハウ

ス、株式会社ハースト婦人画報社、株式会社講談社などのサービスにて利

用されております。

開発・運用型売上ではなく、技術ライセンス収入主体への事業モデルの

転換に向けたデータ・テクノロジーライセンス事業に一段と主力事業がシ

フトする一方で、研究開発やデータ開発を引き続き、売上の25％を目処に

積極的な投資を実行しております。それら事業活動の結果として、当期の

売上高は前事業年度比102.1％の1,039,861千円、売上原価は、前事業年度

比102.5％の563,913千円となりました。販売費及び一般管理費について

は、将来成長に向けた先行投資としての研究開発活動を積極的に継続し、

前事業年度比100.8％の552,612千円となりました。この結果、営業損失

76,663千円（前事業年度は営業損失79,289千円）、経常損失80,272千円

（前事業年度は経常損失78,943千円）また、特別損失として、減損損失

16,997千円、支払精算金として著作権使用料51,421千円を計上したことに

より当期純損失は139,132千円（前事業年度は当期純損失100,264千円）と

なりました。

②　設備投資の状況

当事業年度中に実施いたしました設備投資の総額は10,107千円であ

り、その主なものは、感性メタデータおよび感性ＡＩなど自社使用ソフ

トウエアおよびアプリケーションへの投資であります。

③　資金調達の状況

該当事項はありません。
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直前３事業年度の財産および損益の状況、重要な親会社および子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内
容、主要な営業所および工場

区 分
第 22 期

(2022年３月期)
第 23 期

(2023年３月期)
第 24 期

(2024年３月期)

第 25 期
(当事業年度)

(2025年３月期)

売 上 高(百万円) 873 994 1,018 1,039

当期純損失（△）(百万円) △150 △26 △100 △139

１株当たり当期 
純 損 失 （ △ ）

(円) △61.25 △10.96 △40.88 △56.73

総 資 産(百万円) 1,054 1,037 970 814

純 資 産(百万円) 854 813 706 552

１ 株 当 た り
純 資 産 額

(円) 329.99 316.03 272.12 212.40

（２）直前３事業年度の財産及び損益の状況

（３）重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社の状況

該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

該当事項はありません。

（４）会社の経営の基本方針

当社は、『人の気持ちをつなぐ』ことをミッションとし、音楽・映像・書

籍・一般商材などのデータベース及びそれらの過程で制作する感性メタデー

タを活用した感性ＡＩを開発し、主にインターネットを通じ「レコメンドサ

ービス」「パーソナライズサービス」「検索サービス」「アナリティクス（デ

ータ分析）サービス」「データ提供サービス」などデータ関連サービスを提

供しております。

人間の想像力は無限であり、人の感性や感情は想像力を生み出します。

感性や感情（喜怒哀楽など）のデータ化は人とＡＩの共創の可能性を広

げ、感性データを活用し、世界中のクリエイター、開発者、マーケター、サ

ービサーの想い・こだわり・ストーリー、人々（ファン）と共に紡ぎだし、

クリエイティブなエンターテイメント、ライフスタイルの誕生と広がりに貢

献することが当社のパーパス（存在意義）となります。

世界中のクリエイターと開発者、生産者、マーケター、サービサー、それ

ぞれの志や想いの連帯に貢献することで、人の心と日々の時間がもっと豊か

に深まることに役に立ちます。
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そのような豊かで深い心を持った人と人との気持ちが繋がることはきっと

社会の平和につながります。

私達の企業活動を通じて、多くのセレンディピティ（幸せな偶然の出会

い）を実現し人それぞれの人生にとって出会いというかけがえのない瞬間を

生むことを可能とします。

今後の社会においてＡＩがますます普及されることが予想されます。その

中でも米国や中国をはじめ国際的に様々な生成ＡＩの開発が進みその競争は

より一層激しくなることが予想されております。そのような一般的な生成Ａ

Ｉは根拠となるデータがＷｅｂ上から収集された大規模なデータセットであ

り、幅広く汎用的ではありますが、一方で分野を特化した場合の情報の鮮度

や専門性という品質面において課題があります。また日本語独特の情緒的な

解釈も課題としております。当社は感性メタ含むドメインに特化した独自の

データベースでこれらの課題を解決します。さらに生成ＡＩの大きな問題と

されているハルシネーション（事実でない誤った回答）や回答の根拠の不透

明性にも課題があります。当社の知識ベースの堅牢な推論手法を独自データ

ベースと組み合わすことでこれら課題を解決し、根拠となる推論の透明性を

担保し信頼性を確保します。

このような取り組みにより生成ＡＩと感性ＡＩの最適なコラボレーション

を実現し、人間の複雑な感性や感情を理解する感性ＡＩを活用したエンタテ

インメント分野とマーケティング分野で独自のデータサービスを展開し「心

を豊かにするＡＩにより社会により貢献してまいります。

短期的には、独自の感性データ・テクノロジーにより

・エンターテイメント市場の発展に貢献すること

・感性マーケティング市場を開拓していくこと

を行い、その上でそれらを繋ぎ組み合わせた

エンターテイメント×感性マーケティングの事業活動により、

日本のクリエイター、アーティスト、コンテンツの発掘から制作、国内外流

通、プロモーションまでをデータでマネジメントを行うことを実現してまい

ります。

それらを実現するための基本方針として

①　『人の気持ちをつなぐ』ことに役に立つ価値あるサービスを確かなモ

ノづくりにて実現するために、新しいテクノロジーが切り開く可能性
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を信じ、研究開発とデータ開発を重視します。

②　常にユーザー視点、顧客価値を大切にし、真に価値のあるオリジナリ

ティの高いサービスの実現へ向けサービス開発を続けます。

③　エンターテイメントが生む様々なエモーション、シチュエーション、

オケージョンをデータベースとして解釈し、人間の多様な創造性、想

像力を科学する技術を開発します。

④　より一層の心が豊かな社会の実現に向けた価値ある新しいサービスを

生み出す技術力と企画力を育成し続けるために、多様性と自主性に富

む人材の採用・育成、成長への環境づくりに努めます。

⑤　当社の企業理念や志を共有する従業員、取引先、株主などと共に成長

し、貢献します。そのための企業文化を育てます。

これらを継続的かつ長期的かつ日常的に行うことで、その結果として、収

益力の向上、持続的な成長を実現させることが、人それぞれの思い、こだわ

り、感性や感情を大切にし、思いやりと多様性に溢れる豊かな社会への貢献

となり、一層の企業価値の向上に繋がるものと考えております。

（５）目標とする経営指標

当社では、感性メタデータ・感性ＡＩ関連技術を活用した新しいサービス

の開発、品質向上を継続的に行い、より多くの皆様に当社独自の人の気持ち

が繋がるサービスを提供し、顧客満足度の向上を図ることが当社の企業価値

の向上に繋がると認識しております。そのための経営指標として「成長性」

と「収益性」を重要な経営上の指標としております。

当社の中期的な経営指標として、社会により深く役に立ち、かつ独自性が

高い事業の指標として「売上総利益率６０％以上」を目標としています。そ

れらを達成するにあたり、当社データ関連サービス技術の事業モデルにおい

て一時的な受託開発・運用モデルではなくユーザー数の拡大が直接的もしく

は間接的な収益拡大に繋がる事業モデル、月々の継続的な収入となるサブス

クリプション（定額制）事業モデル、当社が独自に開発した感性ＡＩを最大

限活用したＩＰ事業モデルなどのライセンス型ビジネスモデルへの転換を進

めております。

中期的な経営指標として「売上成長率年間２０％以上」を目標としており

ます。

またあわせて、「月間ライセンス提供数および額」「新規ライセンス提供

数」「既存ライセンス継続率」「ライセンス型ビジネスモデルの売上構成比」
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「売上に占める研究開発費やデータ開発などの先行投資額比率」の管理に取

り組んでまいります。

（６）中長期的な会社の経営戦略

エンターテイメントは人の感情を動かし感性を豊かにします。そして人間

の営みの中で大事な要素である想像力を育みます。今後ますますＡＩ社会が

進む中、ＡＩが得意とはいえない、人間にとってかけがいのない想像力が社

会に生まれ、育ち、発展することに貢献するデータと技術の開発が当社の創

業来のパーパスであります。

そのために当社独自の感性メタデータと感性ＡＩを磨き続けます。

今後の世界から見た日本のあり方の一つとして、日本に数多く存在するア

ニメ、コミック、ライトノベル、Ｊ-ＰＯＰなどを中心とした日本独自文化

の発掘や世界へ向けた国際流通をより発展させることにあると想定されてお

ります。当社は創業来、音楽、アニメ、ドラマ、映画、コミックなどエンタ

ーテイメントを網羅するメタデータの構築を進めている中、当社エンターテ

イメントに特化したメタデータやデータ技術が、クリエイター、アーティス

ト、コンテンツ、イベント、これらのＩＰ※の発掘に貢献してまいります。

※楽曲、アニメ、ドラマ、小説、コミック、キャラクターなどのＩＰ

（Intellectual Property：知的財産）

またＩＰの発掘のみならず制作、プロモーション、タイアップなどのマーケ

ティングまで一貫したサポートを当社のデータベース・データ技術で行なう

ことを可能とする独自の仕組みの開発を進めてまいります。

これらの取り組みより、日本のクリエイター、アーティスト、コンテンツ

がより多く生まれ、コラボレーションやプロモーションを推進するデータサ

ービスを展開することにより、ＩＰ立国日本の未来に貢献してまいります。

その実現に向け当社は、音楽・映像・書籍・テレビ・イベントなどのエン

ターテイメント分野において国内随一のデータベースをより拡充し、独自の

感性ＡＩを活用しエンターテイメント体験機会の増加に貢献してまいりま

す。あわせて、当社データの利活用範囲をインターネット上に留まらず、コ

ンテンツ制作、ライブ、グッズ（マーチャンダイズ）など、リアルな体験機

会の領域にも広げてまいります。

その上で、感性メタデータの開発・提供をエンターテイメント分野のみな

らず美容、健康、ファッション、食、飲料、旅、住、金融など暮らし全般の

非エンターテイメント分野まで広げ、ライセンス提供先を流通業界、製造業
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界、小売業界、美容業界、旅行業界、飲食業界、広告業界、不動産業界、金

融業界などに展開してまいります。そのプロセスとして、独自の感性ターゲ

ティング広告サービス「Trig’s」を広げ、日本国内におけるＰＭＰ

(Private Market Place)といわれるブランド・サービスの共感を繋ぐ広告サ

ービスとして、様々なメディアや企業の信頼性と収益性の向上に貢献してま

いります。

これら現在進めているエンターテイメントデータサービスと感性マーケテ

ィングサービスを掛け合わせることで、次世代に向けたＩＰデータテクノロ

ジーサービスの展開を加速します。

その先には、個人と企業とクリエイターやアーティストが垣根を越えて

「共感を軸に協創するプラットフォームサービス」の構築があります。

生活者、クリエイター、アーティスト、コンテンツ、企業、製品、開発

者、生産者、それぞれの持つストーリーや世界観を繋げることで、セレンデ

ィピティあふれる体験の連鎖により、人の内面的な成長に寄与しQuality of 

Lifeの向上に貢献します。

それらの実現のために、当社独自の人の感性や感情を体系的に情報化した

オリジナルデータベースの開発およびそのデータを利活用する感性ＡＩ関連

技術開発を進めてまいります。

・エンターテイメントデータサービスの質、量の継続的な改良

・エンターテイメントデータサービス外部アライアンス強化

・独自の感性マーケティングサービス進展

・エンターテイメントデータサービスと感性マーケティングサービスを

　掛け合わせたＩＰ関連事業の推進

・上記事業及びデータの海外連携、展開

以上を行なってまいります。

（７）会社の対処すべき課題

インターネット関連、データ関連、ＡＩ関連分野の技術革新、生活者や企

業の目的や嗜好の多様化、新規参入など変化の激しく起こりうる事業環境の

中で、当社が長期的に持続可能な成長を見込み、経営戦略を確実に遂行して

いくために、以下のような課題に対処してまいります。

① 優秀な人材の確保、育成

継続的な成長の原資である人材は、当社にとって、最も重要な経営資源
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と認識しております。当社独自の技術開発力や企画力およびサービス運営

力を維持し、継続的に発展、強化していくために、優秀な社員を継続的に

雇用し、その成長の機会を提供し、かつ事業規模を拡大させていくための

人材を獲得する必要があります。

人的基盤を強化するために、全役職員を対象としたクレド（行動規範）

など企業文化の熟成、採用体制の強化、新入社員・中堅社員・管理職向け

など段階に応じた教育・育成、研修制度、人事評価制度、より弾力的な報

酬制度、多様な働き方を実現する勤務体系の充実など、各種施策を進める

方針であります。

② 開発・品質管理体制の強化

当社が開発を手掛けるアプリケーション、データベースおよびサービス

は、技術革新の中で、開発内容が複雑化する可能性があります。また、ラ

イセンス事業モデルの中でも顧客においては、開発スピードのさらなる向

上やコストの軽減、高付加価値化を求めてくることが想定されるため、こ

れらへの対応力の強化が必要となります。

このため当社では、企画営業部門と開発部門における連携面での見直

し、開発・運用ルールの統一化、自社開発ツールの構築、開発体制の一体

化など全社的な技術資産の共有を行うことで、開発・品質管理体制の一層

の強化を図っていきます。

③ 収入モデルの多様化

現在の当社の主な収入モデルは、ライセンス収入モデル、開発収入モデ

ル、運用収入モデルなどであります。

現在主力であるライセンス収入モデルの多様化を一層進めてまいりま

す。

低い金額でライセンス提供可能なライト版ライセンス、初めは無料で提

供するフリー版ライセンス、付加価値向上に合わせたアップグレード版ラ

イセンス、また当社サービスの外部の代理店による販売などのエージェン

ト型ライセンスなど収入モデルなどの多様化に一層取り組んでいきます。

さらに、当社感性メタデータ、感性ＡＩ活用の収入モデルとして、利用

成果に応じて権利の一部を共有するなどのＩＰ(知的財産を活用し収益を

得る)事業モデルの構築に取り組んでまいります。

④ 内部管理体制、コーポレート・ガバナンスの充実

当社では継続的な成長を実現していくために、事業規模に応じた内部管
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理体制の充実が不可欠であると認識しております。金融商品取引法に基づ

く財務報告に係る内部統制の評価へ対応すべく、業務の適正性や効率性、

財務報告の信頼性の確保に努める必要があります。

今後も事業規模の拡大に合わせ管理部門の一層の強化による内部管理体

制の整備を図るとともに、会議体および職務権限の見直しや社外役員の積

極的な導入など、コーポレート・ガバナンスの充実に取り組む方針であり

ます。

⑤ インターネット関連技術・サービスなど企業との連携

今後、国内外のインターネット技術やサービスは、ますます連携や融合

されていくことと予想され、当社はこの流れへの対応力の強化が必要とな

ります。

このため、当社では独自のデータベース及びデータサービスの開発を通

じて通信事業者、デバイスメーカーやインターネット関連企業およびサー

ビス提供企業との連携や権利元との調整などアグリゲーション力を強化し

ていく方針であります。

⑥ 営業体制およびコンサルティング能力の向上

既存事業のエンターテイメント分野向けデータサービスから新規事業の

感性マーケティング分野へのデータサービスまで事業領域が広がる中で、

営業人員および営業体系の強化、提案時または案件成立後のサポートとも

いえるコンサルティング能力の向上がより一層必要となります。業界経験

者の採用、若手人材の育成、またエンターテイメント分野と感性マーケテ

ィング分野にまたがる営業とコンサルティングを可能とするスペシャリス

トの採用などを通じて、体制の強化、能力の向上に努めてまいります。

（８）その他、会社の経営上重要な事項

大株主との取引等

当社は、KDDI株式会社より出資を受けており、当事業年度末において同社

は当社の議決権の9.8％を保有する大株主となっております。当社は同社へ

インターネットサービスにおけるデータベースやアプリケーションの開発・

提供などを行っております。なお、同社との取引条件につきましては、同社

以外の取引先と同様に、価格交渉などの手続きを行った上、その都度決定し

ております。また、当社はカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社

（以下「CCC」といいます）より出資を受け、当事業年度末において同社は

KDDI株式会社と同数の当社株式を保有しております。今後のマーケティング

分野におけるCCCグループとの連携を目指し、データベースの開発およびそ
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の利活用に引き続き取り組んでおります。なお、CCCグループとの取引条件

につきましても同社以外の取引先と同様に、価格交渉などの手続きを行った

上、その都度決定しております。

（９）主要な事業内容（2025年３月31日現在）

当社の主力サービスは、音楽・映像・書籍などのエンターテイメント分野

向けのデータサービスおよびメーカー、小売、流通、サービスなどの企業向

けのインターネット広告サービスをはじめとした感性マーケティングサービ

スを展開しております。

（10）主要な事業所（2025年３月31日現在）

本社　東京都渋谷区
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使用人の状況、その他会社の現況に関する重要な事項

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

57（６）名 ４名減（５名減） 42.1歳 7.8年

（11）使用人の状況（2025年３月31日現在）

（注）使用人数は就業員数であり、パートおよび嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を

外数で記載しております。

（12）その他当社の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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株式の状況

株 主 名 所 有 株 式 数 持 株 比 率

浦 部 浩 司 661,600株 26.97％

カルチュア・コンビニエンス・クラブ
株 式 会 社

240,000 9.78

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株 式 会 社 240,000 9.78

株 式 会 社 フ ェ イ ス 145,000 5.91

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行
（ 信 託 口 ）

99,300 4.04

Ｍ Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｃ Ｌ Ｉ Ｅ Ｎ Ｔ
Ｓ Ｅ Ｃ Ｕ Ｒ Ｉ Ｔ Ｉ Ｅ Ｓ

77,200 3.14

水 元 公 仁 70,000 2.85

芳 林 知 仁 55,100 2.24

立 見 雄 浩 43,600 1.77

吉 川 直 樹 42,100 1.71

２. 株式の状況（2025年３月31日現在）

（１）発行可能株式総数　　　　　　　 　7,420,000株

（２）発行済株式の総数　　　　　　　　 2,477,400株

（３）株主数　　　　　　　　　　　　　　　　 733名

（４）大株主（上位10名）

（注）持株比率は自己株式（24,685株）を控除して計算しております。
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新株予約権等の状況

名 称 第15回新株予約権 第16回新株予約権

発 行 決 議 日 2022年６月21日 2023年６月21日

新 株 予 約 権 の 数 30個 20個

新株予約権の目的となる
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 3,000株 普通株式 2,000株

（新株予約権１個につき （新株予約権１個につき

100株） 100株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額
新株予約権と引換えに払い込
みは要しない

新株予約権と引換えに払い込
みは要しない

新株予約権の行使に際して
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり 新株予約権１個当たり

83,100円 105,600円

（１株当たり 831円） （１株当たり 1,056円）

権 利 行 使 期 間
2024年７月２日から
2032年５月31日まで

2025年７月２日から
2033年５月31日まで

行 使 の 条 件 （注） （注）

役 員 の
保有状況

取 締 役 ― ―

社 外 取 締 役

新株予約権の数：      30個 新株予約権の数：      20個

目的となる株式数： 3,000株 目的となる株式数： 2,000株

保有者数： １名 保有者数： １名

監 査 役 ― ―

３. 新株予約権等の状況

（１）当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権

の状況（2025年３月31日現在）
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名 称 第17回新株予約権

発 行 決 議 日 2024年６月21日

新 株 予 約 権 の 数 100個

新株予約権の目的となる
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 10,000株

（新株予約権１個につき

100株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額
新株予約権と引換えに払い込
みは要しない

新株予約権の行使に際して
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり

93,700円

（１株当たり 937円）

権 利 行 使 期 間
2026年７月２日から
2034年５月31日まで

行 使 の 条 件 （注）

役 員 の
保有状況

取 締 役 ―

社 外 取 締 役

新株予約権の数：      50個

目的となる株式数： 5,000株

保有者数： １名

監 査 役

新株予約権の数：      50個

目的となる株式数： 5,000株

保有者数： １名

（注）権利行使時まで継続して取締役、監査役、従業員、顧問、アドバイザー、コンサルタント、社外

協力者、業務委託先等その名目の如何を問わず、当社または当社関係会社との関係で委任または

請負等の継続的な契約関係にあること。また、発行日から２年間経過していること。
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名 称 第17回新株予約権

発 行 決 議 日 2024年６月21日

新 株 予 約 権 の 数 200個

新株予約権の目的となる
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 20,000株

（新株予約権１個につき

100株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額
新株予約権と引換えに払い込み
は要しない

新株予約権の行使に際して
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり

93,700円

（１株当たり 937円）

権 利 行 使 期 間
2026年７月２日から
2034年５月31日まで

行 使 の 条 件 （注）

使用人等
への交付
状 況

当 社 使 用 人

新株予約権の数：      200個

目的となる株式数： 20,000株

交付者数：            ４名

子 会 社 の 役 員 　
及 び 使 用 人

―

（２）当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予

約権の状況

（注）権利行使時まで継続して取締役、監査役、従業員、顧問、アドバイザー、コンサルタント、社外

協力者、業務委託先等その名目の如何を問わず、当社または当社関係会社との関係で委任または

請負等の継続的な契約関係にあること。また、発行日から２年間経過していること。
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名 称 第15回新株予約権

発 行 決 議 日 2022年６月21日

新 株 予 約 権 の 数 20個

新株予約権の目的となる
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 2,000株

（新株予約権１個につき

100株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額
新株予約権と引換えに払い込
みは要しない

新株予約権の行使に際して
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり

83,100円

（１株当たり 831円）

権 利 行 使 期 間
2024年７月２日から
2032年５月31日まで

行 使 の 条 件 （注）

交付状況 当社社外協力者

新株予約権の数：      20個

目的となる株式数： 2,000株

交付者数：            １名

（３）その他新株予約権の状況

（注）権利行使時まで継続して取締役、監査役、従業員、顧問、アドバイザー、コンサルタント、社外

協力者、業務委託先等その名目の如何を問わず、当社または当社関係会社との関係で委任または

請負等の継続的な契約関係にあること。また、発行日から２年間経過していること。
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会社における地位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 浦 部 浩 司 －

取 締 役 鵜 飼 幸 弘
㈱テクノロジーハブ　代表取締役

 SeeDevice Inc. 　社外取締役

㈱SeeDevice Japan　代表取締役

取 締 役 栗 岡 大 介 くりやホールディングス㈱　代表取締役

取 締 役 町 田 修 一 －

常 勤 監 査 役 相 田 俊 充 エクサイト㈱　代表取締役

監 査 役 大 塚 一 郎
弁護士 東京六本木法律特許事務所パートナー

㈱オプロ　社外監査役

監 査 役 今 西 浩 之 税理士　イマニシ税理士法人　社員

４. 会社役員の状況

（１）取締役および監査役の状況（2025年３月31日現在）

（注）１. 取締役鵜飼幸弘氏、取締役栗岡大介氏、取締役町田修一氏は、会社法第２条第

15号に定める社外取締役であります。

２. 監査役相田俊充氏、監査役大塚一郎氏、監査役今西浩之氏は、会社法第２条第

16号及び同第335条第３項に定める社外監査役であります。

３. 監査役大塚一郎氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務の分野を中心に法

令およびリスク管理などの実務に携わっており、法律的見地から当社の企業活

動の適正性を判断するのに相当程度の知見を有するものであります。

４. 監査役今西浩之氏は、公認会計士および税理士の資格を有しており、財務およ

び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

５. 当社は取締役鵜飼幸弘氏、取締役栗岡大介氏、取締役町田修一氏、監査役相田

俊充氏、監査役大塚一郎氏、監査役今西浩之氏を東京証券取引所の定めに基づ

く独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

（２）責任限定契約の内容の概要

当社と社外取締役ならびに社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に

基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており

ます。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限

度額を上限としております。

（３）役員等賠償責任保険契約の内容

当社は保険会社との間で、取締役、監査役及び管理職従業員を被保険者と

する会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結し

ており、保険料は全額当社が負担しております。

当該保険契約の内容の概要は、被保険者が、その職務の執行に関し責任を

負うこと、または当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずるこ

とのある損害を当該保険契約により保険会社が補填するものです。但し、法

令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補
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されないなど、一定の免責事由があります。

（４）取締役および監査役の報酬等

① 役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は2021年２月15日開催の取締役会において、取締役の個人別の報

酬等の内容にかかる決定方針を決議しております。

また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等につい

て、報酬等の内容の決定方針及び決定された報酬等の内容が取締役会で

決議された決定方針と整合していることを確認しており、当該決定方針

に沿うものであると判断しております。

取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容は次のとおりで

す。

ⅰ 基本方針

　当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るインセンテ

ィブとして十分に機能するよう株主利益と連動した報酬体系とし、

個々の取締役の報酬の決定に際しては各職責を踏まえた適正な水準と

することを基本方針とする。具体的には、取締役の報酬は、固定報酬

としての基本報酬および業績と連動した報酬（決算賞与）を支払うこ

ととする。

ⅱ 基本報酬（金銭報酬）および業績に連動した報酬（決算賞与・金銭

報酬）の個人別の報酬等の額の決定に関する方針（報酬等を与える時

期または条件の決定に関する方針を含む。)

　当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、各役員の役位や

責任範囲、在任年数等を総合的に勘案して決定する。固定報酬以外の

賞与については会社の経営成績、各役員の役位及び職務の内容や貢献

度に応じた業績の評価等を総合的に勘案し決定することとし、決算賞

与として支払う場合は毎年４月に支払うものとする。

ⅲ 金銭報酬の額および業績連動報酬等の額の取締役の個人別の報酬等

の額に対する割合の決定に関する方針

　基本報酬と決算賞与の額の割合に関しては、株主と経営者の利害を

共有し、企業価値の持続的な向上に寄与するために、最も適切な支給

割合となることを方針としている。
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区 分
報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬

業績連動
報酬等

非金銭
報酬等

取　締　役
（うち社外取締役）

50
（14）

50
（14）

－
（－）

0
（0）

４
（３）

監　査　役
（うち社外監査役）

17
（17）

17
（17）

－
（－）

0
（0）

４
（４）

合　　　計
（うち社外役員）

67
（31）

67
（31）

－
（－）

0
（0）

８
（７）

ⅳ. 取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項

　個人別の報酬額については取締役会決議にもとづき代表取締役社長

がその具体的内容について委任をうけるものとし、その権限の内容

は、各取締役の基本報酬の額および各取締役の貢献度を踏まえた賞与

の評価配分および決算賞与額とする。

② 当事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 上表には、2024年６月21日開催の第24回定時株主総会終結の時をもって退任し
た監査役１名を含んでおります。

２. 非金銭報酬等の内容は当社のストック・オプションにかかる費用であり、当事
業年度における保有状況は「３　新株予約権等の状況（１）当社役員が保有し
ている職務執行の対価として交付された新株予約権の状況（2025年３月31日現
在）」に記載しております。

３. 取締役の報酬限度額は、2007年６月25日開催の第７回定時株主総会において年
額300百万円以内（ただし、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない。）と
決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は、５名（う
ち、社外取締役は１名）です。

４. 監査役の報酬限度額は、2007年６月25日開催の第７回定時株主総会において年
額50百万円以内と決議いただいております。当該株主総会終結時点の監査役の
員数は、２名です。

５. 取締役会は、代表取締役社長浦部浩司氏に対し、各取締役の基本報酬（固定報
酬）の額及び業績連動報酬や非金銭報酬について評価配分の決定を委任してお
ります。委任した理由は、当社の業績等を勘案し評価を行うには代表取締役社
長が適していると判断したためであります。

（５）社外役員に関する事項

① 他の法人などの重要な兼職の状況および当社と当該他の法人などとの

関係

　取締役鵜飼幸弘氏は、株式会社テクノロジーハブの代表取締役、

SeeDevice,Inc.の社外取締役および㈱SeeDevice Japan代表取締役であり

ます。なお、当社は株式会社テクノロジーハブ、SeeDevice,Inc.および

㈱SeeDevice Japanとの間に特別な取引関係はありません。

　取締役栗岡大介氏は、くりやホールディングス株式会社の代表取締役

であります。なお、当社はくりやホールディングス株式会社との間に特

別な取引関係はありません。

　監査役相田俊充氏は、エクサイト株式会社の代表取締役であります。

－ 23 －



2025/05/24 16:36:51 / 24179233_株式会社ソケッツ_招集通知_電子提供措置用

会社役員の状況

出席状況、発言状況及び

社外役員に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役　鵜飼　幸弘

当事業年度に開催された取締役会22回に出席いたしました。主に企

業経営に携わる見地から意見を述べるなど、取締役会の意思決定の

妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行いました。

取締役　栗岡　大介

当事業年度に開催された取締役会23回全てに出席いたしました。主

に企業分析に関する豊富な見識から意見を述べるなど、当社の経営

に対して客観的、専門的な視点から提言及び助言を行いました。

取締役　町田　修一

就任後、当事業年度に開催された取締役会17回全てに出席いたしま

した。主にエンターテイメント企業分析に関する豊富な見識から意

見を述べるなど、当社の経営に対して客観的、専門的な視点から提

言及び助言を行いました。

監査役　山本　　実

当事業年度に開催された取締役会６回、監査役会３回に出席いたし

ました。必要に応じ、長年にわたる経営者としての経験から、適宜

必要な発言を行いました。

監査役　相田　俊充

就任後、当事業年度に開催された取締役会17回全て、監査役会５回

全てに出席いたしました。必要に応じ、長年にわたる経営者として

の経験から、適宜必要な発言を行いました。

監査役　大塚　一郎

当事業年度に開催された取締役会23回全て、監査役会８回全てに出

席いたしました。必要に応じ、主に弁護士としての専門的見地か

ら、当社のコンプライアンス体制の構築・維持についての発言を行

いました。

監査役　今西　浩之

当事業年度に開催された取締役会23回全て、監査役会８回全てに出

席いたしました。必要に応じ、主に公認会計士としての専門的見地

から、当社のコンプライアンス体制の構築・維持についての発言を

行いました。

なお、当社はエクサイト株式会社との間に特別な取引関係はありませ

ん。

　監査役大塚一郎氏は、東京六本木法律特許事務所のパートナーおよび

株式会社オプロの社外監査役であります。なお、当社は東京六本木法律

特許事務所および株式会社オプロとの間に特別な取引関係はありませ

ん。

　監査役今西浩之氏は、イマニシ税理士法人の社員であります。なお、

当社はイマニシ税理士法人との間に特別な取引関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況

（注）上記の取締役会の開催数のほか、会社法第370条および当社定款第26条の規定に基

づき、取締役会決議があったものとみなす書面決議が８回ありました。
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E Y新日本有限責任監査法人

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 27,000千円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の

利益の合計額
27,000千円

５. 会計監査人の状況

（１）名称　EY新日本有限責任監査法人

（２）報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人の間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取

引法に基づく監査の監査報酬などの額を明確に区分しておらず、実質的にも区

分できませんので、当事業年度に係る報酬などの額にはこれらの合計金額を記

載しております。

２. 監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指

針」を踏まえ、会計監査人の監査計画、監査の実施状況および報酬見積りの算

出根拠などを確認し、検討した結果、会計監査人の報酬などについて同意を行

っております。

（３）会計監査人の解任または不再任の決定方針

　監査役会は、会計監査人が適正に監査を遂行することが困難であると認

められる場合など、その必要があると判断した場合、株主総会に提出する

会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定します。

　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める事由

に該当すると認められる場合は、監査役全員の同意により、会計監査人を

解任します。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集

される株主総会において、会計監査人を解任した旨および解任の理由を報

告します。
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業務の適正を確保するための体制

６. 業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

（１）業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための

体制、その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容

の概要は以下のとおりであります。

① 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを

確保するための体制

ⅰ 取締役会規程に基づき、取締役会を原則として月１回開催し、会社

の重要な業務執行を審議決定するとともに、他の取締役の職務執行

を相互に監視、監督する。

ⅱ 業務の適正化と経営の透明性などを確保するため、株主総会におい

て社外取締役を選任し、良識に基づいた意見、助言を得る。

ⅲ 取締役とは独立した監査役を選任するとともに、そのうち１名を常

勤監査役として常時監査できる体制を整備する。

ⅳ 常勤取締役および代表取締役に指名された者からなる「経営執行会

議」を随時開催し、取締役会付審議事項および経営に関する重要事

項を審議決定するとともに、業務執行の全般的統制を行う。

ⅴ 代表取締役は｢社訓｣や「経営理念」に加え、取締役を含む全ての役

員および使用人が実践すべき行動基準を定めた「行動規範」を制定

し、繰り返しその精神を取締役・使用人に伝えることにより、法令

等の遵守が企業活動の前提であることを周知徹底する。

ⅵ 取締役・使用人の法令などおよび社会規範を具体的に遵守するため

の規範として「コンプライアンス規程」を制定し、全社横断的なコ

ンプライアンス体制の整備を図るため「コンプライアンス委員会」

を設置する。

ⅶ 社内における不正・不審行為の早期発見と不祥事などの未然防止を

図ることを目的として「ホットライン（内部通報）制度」を設け、

当社で働く全ての人が利用できる仕組みを設けている。通報の事実

は秘密を遵守し、内部通報者に対して不利益となるような措置は行

わない。

ⅷ 当社は、反社会的勢力とは一切の関係を持たず、不当な要求に対し

ては、必要に応じて外部機関と連携し、法的対応を含め毅然と対応

する。

－ 26 －



2025/05/24 16:36:51 / 24179233_株式会社ソケッツ_招集通知_電子提供措置用

業務の適正を確保するための体制

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

ⅰ 株主総会、取締役会、経営執行会議の議事録を、法令および規程に

従い作成し、適切に保存・管理している。

ⅱ 経営および業務執行に係る重要な情報、決定事項、社内通達など

は、所轄部署で作成し、適切に保存・管理している。

ⅲ 取締役および監査役は、常時これらの文書などを閲覧できる。

③ 損失の危険の管理に係る規程その他の体制

ⅰ 取締役会、経営執行会議、経営情報会議、その他の重要な会議に

て、取締役および経営幹部から、業務執行に係る重要な情報の報告

が定期的になされている。

ⅱ 「リスク管理委員会」を設置し、各部門のリスク管理業務を統括

し、リスク管理に関する方針・体制の協議、対策の立案その他重要

な事項を総合的に決定する。

ⅲ 各部門長は、「リスク管理委員会」の定める方針に従い、各部門に

おけるリスクの把握と評価を行うとともに、リスク管理体制の整

備、未然防止策・対応策の立案と実行その他必要な事項を実施す

る。

ⅳ リスクが発生した場合に備えるため「リスク管理規程」を制定し、

リスク管理委員会を定期的に開催する。また、万が一、当社の経営

に重大な影響を及ぼすような危機的リスクが発生した場合には、代

表取締役を対策部門長とする対策本部を設置し、迅速な対応を行

い、被害を最小限に留めるとともに再発防止策を講ずる。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

ⅰ 取締役会は、単年度経営計画、中期経営計画、予算などを決定し、

業績、進捗状況のレビューを行うために、毎月１回取締役会を開催

する他、必要に応じて適宜臨時に開催する。

ⅱ 常勤取締役および代表取締役に指名された者からなる「経営執行会

議」を随時開催し、迅速な業務執行体制を確立する。また「業務分

掌規程」「職務権限規程」などにおいて職務権限および責任を明確

化し、業務を適切・確実・迅速に執行する。

ⅲ 常勤取締役および部門長からなる「経営情報会議」を設けて、原則

毎月２回、事業の進捗状況の把握、意見交換を行う。
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業務の適正を確保するための体制

⑤ 当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するた

めの体制

ⅰ 当社は、子会社の取締役および業務を執行する使用人に係る事項に

ついて、定期的に子会社から報告を受けるとともに重要な事項につ

いては事前協議を行う。

ⅱ 当社は、子会社を含めた危機管理を統括的に管理する。子会社は、

当社の「リスク管理規程」に準拠し、リスクの把握と評価を行うと

ともにリスク管理体制の整備、未然防止策・対応策の立案と実行そ

の他必要な事項を実施し、その旨報告する。

ⅲ 子会社の取締役および職務の執行が効率的に行われるように当社は

必要に応じて当社の取締役および使用人の中から、子会社の取締役

として任命・派遣し、当社および子会社全体の業務の適正な遂行を

確保する。

ⅳ 子会社の取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合

するように当社の「社訓」「経営理念」「行動規範」を子会社の取

締役および使用人にも適用し、周知徹底する。

ⅴ 当社および子会社は、経営の自主性および独立性を保持しつつ、企

業集団全体の経営の適正かつ効率的な運営に努める。

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合におけ

る当該使用人に関する事項並びに当該使用人の取締役からの独立性およ

び監査役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

ⅰ 監査役から要請があったときには、監査役の指揮命令下に監査役の

職務を補助すべき使用人を配置する。

ⅱ 監査役の職務を補助すべき使用人の人数、資格等に関しては、監査

役と代表取締役との間の協議により決定する。

ⅲ 監査役の職務を補助する使用人は、監査役の指揮命令下に置かれ、

他の取締役の指揮命令が監査役の補助業務に反するものである場合

は、当該指揮命令に従う義務を負わない。

ⅳ 監査役の職務を補助する使用人の任命、異動などについては、監査

役と代表取締役との間の協議により決定する。

ⅴ 監査役の職務を補助する使用人の人事評価等は、常勤監査役が行

う。

⑦ 取締役および使用人並びに子会社の取締役および使用人が監査役に報

告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制並びに当該報

告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するため

の体制

ⅰ 監査役は取締役会に出席するとともに、常勤監査役は、「経営情報

会議」をはじめ社内の重要会議へ出席することができる。
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ⅱ 当社および子会社の取締役または使用人は、監査役に対して、法定
の事項に加え、当社または子会社に重大な影響を及ぼす事項、内部
監査の実施状況、「ホットライン制度」による通報状況およびその
内容を速やかに報告する体制を整備する。

ⅲ 監査役は、その職務を遂行するために必要と判断するときはいつで
も当社および子会社の取締役および使用人に報告を求めることがで
きる。監査役から報告を求められた当社および子会社の取締役およ
び使用人は、速やかに報告を行わなければならない。

ⅳ 当社は、内部通報制度による通報を含めて監査役に報告した者に対
し、当該報告をしたことを理由として、不利益な取扱いは行わな
い。

⑧ 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続きそ
の他当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に
関する事項
　当社は、監査役がその職務の遂行について、必要な費用の前払いなど
を請求したときは、速やかに当該費用または債務を処理する。

⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
ⅰ 社外監査役として、企業経営に精通した有識者、弁護士、公認会計

士などの有資格者を招聘し、代表取締役をはじめ取締役など、業務
を遂行する者からの独立性を保持する。

ⅱ 監査役は、取締役、執行役員および重要な使用人からヒアリングを
実施し、代表取締役、内部監査担当および会計監査人とそれぞれ定
期的に意見交換を行う。

⑩ 財務報告の信頼性を確保する体制
　財務報告の信頼性を確保し、適正な財務情報を開示していくための基
本方針および関連規程を定め、必要な体制を整備する。

（２）業務の適正を確保するための体制の運用状況
　当社は上記の業務の適正を確保するための体制について、「内部統制シス
テムの基本方針」に基づき、内部統制システムの運用上見出された問題点な
どの是正・改善状況ならびに、講じられた再発防止策への取り組み状況を取
締役会へ報告することにより、適切な内部統制システムの構築・運用に努め
ております。

７. 会社の支配に関する基本方針
当社は、会社の財務および事業の方針決定を支配する者のあり方に関する基

本方針は、現時点では特に定めておりません。

本事業報告中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

前 払 費 用

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

減 価 償 却 累 計 額

工 具 器 具 備 品

減 価 償 却 累 計 額

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

電 話 加 入 権

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

敷 金 及 び 保 証 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

696,749

464,965

206,856

24,582

2,002

△1,657

117,979

0

11,419

△11,419

23,746

△23,746

0

0

0

0

117,979

12,290

105,689

2,253

△2,253
　

流 動 負 債 142,681

買 掛 金 37,458

未 払 金 20,007

未 払 費 用 13,339

未 払 法 人 税 等 4,770

未 払 消 費 税 等 9,945

契 約 負 債 792

預 り 金 15,047

賞 与 引 当 金 41,217

そ の 他 102

固 定 負 債 119,800

退 職 給 付 引 当 金 119,800

負 債 合 計 262,482

純 資 産 の 部

株 主 資 本 520,949

資 本 金 505,737

資 本 剰 余 金 186,443

資 本 準 備 金 134,137

そ の 他 資 本 剰 余 金 52,306

利 益 剰 余 金 △139,132

そ の 他 利 益 剰 余 金 △139,132

繰 越 利 益 剰 余 金 △139,132

自 己 株 式 △32,099

新 株 予 約 権 31,297

純 資 産 合 計 552,246

資 産 合 計 814,728 負 債 純 資 産 合 計 814,728

貸　借　対　照　表
（2025年３月31日現在）
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損益計算書

（2024年４月１日から
2025年３月31日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 1,039,861

売 上 原 価 563,913

売 上 総 利 益 475,948

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 552,612

営 業 損 失 △76,663

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 46

雑 収 入 256 303

営 業 外 費 用

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,910

雑 損 失 1 3,911

経 常 損 失 △80,272

特 別 利 益

新 株 予 約 権 戻 入 益 10,088 10,088

特 別 損 失

減 損 損 失 16,997

支 払 精 算 金 51,421 68,419

税 引 前 当 期 純 損 失 △138,602

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 530 530

当 期 純 損 失 △139,132

損　益　計　算　書
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株主資本等変動計算書

（2024年４月１日から
2025年３月31日まで）

　　　　　　　　（単位：千円）

株 　 主 　 資 　 本

新 株
予 約 権

純 資 産
合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己
株 式

株主資本
合 計資 本

準 備 金

その他
資本
剰余金

資 本
剰 余 金
合 計

そ の 他
利 　 益
剰 余 金

利 益
剰 余 金
合 計

繰 越
利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 505,737 204,137 89,928 294,066 △100,264 △100,264 △32,097 667,441 38,612 706,053

事 業 年 度 中 の
変 動 額
資 本 準 備 金 か ら
その他資本への振替

△70,000 70,000 － － －

その他資本剰余金
から繰越利益剰余金
へ の 振 替

△100,264 △100,264 100,264 100,264 － －

剰 余 金 の 配 当 △7,358 △7,358 △7,358 △7,358

当期純損失(△） △139,132 △139,132 △139,132 △139,132

自 己 株 式 の 取 得 △1 △1 △1

株主資本以外の項目
の事業年度中の変動
額 ( 純 額 )

△7,314 △7,314

事 業 年 度 中 の　　
変 動 額 合 計

－ △70,000 △37,622 △107,622 △38,868 △38,868 △1 △146,492 △7,314 △153,807

当 期 末 残 高 505,737 134,137 52,306 186,443 △139,132 △139,132 △32,099 520,949 31,297 552,246

株主資本等変動計算書
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個別注記表

個別注記表

１. 重要な会計方針に係る事項の注記

（１）資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

・その他有価証券

市場価格のない株式等　　　移動平均法による原価法を採用しております。

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

・仕掛品 個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）を採用しております。

（２）固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産

建物(建物附属設備を除く）及び2016年４月１日以降に取得した建物附属設備につ

いては定額法、それ以外のものについては定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物　　　　　８～22年

　工具器具備品　２～８年

② 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（２年～５

年）に基づいております。

（３）引当金の計上基準

① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、当事業年度に負

担すべき支給見込額を計上しております。

③ 役員賞与引当金 役員の賞与の支給に備えるため、当事業年度に負担

すべき支給見込額を計上しております。なお、当事

業年度に係る役員賞与は支給しないため、当事業年

度末において役員賞与引当金は計上しておりませ

ん。

④ 退職給付引当金 従業員への退職給付の支給に備えるため、退職給付

引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る

期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を

用いた簡便法を適用しております。

⑤ 受注損失引当金 受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年

度末における受注案件のうち、損失の発生が見込ま

れ、かつ、その金額を合理的に見積ることができる

ものについて、その損失見込額を受注損失引当金に

計上しております。なお、当事業年度末における受

注案件に損失の発生が見込まれるものはないため、

受注損失引当金は計上しておりません。
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（４）収益及び費用の計上基準

当社の主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する時点は以下のとお

りであります。なお、取引の対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に受領し

ているため、重大な金融要素は含んでおりません。また、対価の金額が変動し得る重要な

変動対価はありません。

①データベース関連サービスの提供に係る収益認識

データベース関連サービスの提供においては、コンテンツ・商品・サービスに紐づく

情報をデータベース化したオリジナルのＭＳＤＢを元に、データライセンス、検索機能、

レコメンド・パーソナライズ機能、データ分析などのサービスを提供することを履行義務

として識別しております。

当該サービスの性質がクラウドサービス等のアクセス権である場合には、一定の期間

にわたり収益を認識し、データの納品等サービスの性質が使用権である場合には、引渡時

に収益を認識しております。

また当社は、データベース関連サービスの提供に対して別途の契約に基づく、保守・

運用等のサービスを提供しております。サービスには顧客からの要請に応じた都度の契約

と一定期間の契約があり、これらに関して保守・運用等のサービスを提供することを履行

義務として識別しております。顧客からの要請に応じた都度の契約の場合は、サービスの

提供が完了した時に履行義務が充足されるため、当該時点で収益を認識しております。一

定期間の保守契約の場合は、契約期間を履行義務の充足期間として、契約に基づくサービ

スの提供期間にわたって収益を認識しております。

②受託制作のソフトウエア開発に係る収益認識

受託制作のソフトウエア開発においては、顧客との契約に基づき、要求される仕様の

ソフトウエアを提供することを履行義務として識別しております。作業の進捗に伴って顧

客に成果が移転し、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断される案件について

は、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益

を認識しております。なお、進捗度の合理的な見積りができないものの、発生する費用を

回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。その他の

案件については、顧客の検収時点において顧客が当該製品に対する支配を獲得し、履行義

務が充足されると判断しており、当該ソフトウエアの検収時点で収益を認識しておりま

す。

また、当該ソフトウエアに関連する保守などのサービスを顧客に対して提供する場合

がありますが、当該サービスに関する履行義務は、当社が顧客との契約において約束した

保守などのサービスを提供することであり、当該義務を履行するにつれて、顧客が便益を

享受することから、契約期間にわたって収益を認識しております。

２.会計上の見積りに関する注記

会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、

翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。

なお当社は、固定資産の減損及び繰延税金資産の回収可能性にかかる会計上の見積り

を、計算書類作成時において入手可能な情報に基づき実施しております。
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（固定資産の減損）

（１）識別した会計上の見積りの内容を表す項目及び当事業年度の計算書類に記載した金額

減損損失　　16,997千円

（２）計算書類利用者の理解に資するその他の情報

①　算出方法

当社は、減損損失の金額を検討するに当たり、回収可能価額を使用価値により測

定しております。使用価値は、将来キャッシュ・フローの割引現在価値として算

定しており、資産グループの継続的使用によって生ずる将来キャッシュ・フロー

は取締役会によって承認された事業計画に基づき算定しております。

②　主要な仮定

使用価値の見積りは事業計画を前提とした将来キャッシュ・フローを基礎として

おり、その主要な仮定は、事業計画における既存契約の継続及び新規契約の獲得

に関する予測であります。

既存契約については主として年間契約に基づく月額制のサービス提供業務である

ことを踏まえ、過年度からの継続状況を勘案して継続の可能性が高いと予測して

おります。新規契約の獲得については、顧客との交渉状況を勘案した上で契約獲

得の確度を判断しております。

③　翌事業年度の計算書類に与える影響

当該主要な仮定について、将来の国内外の不確実な経済条件の変動等により業績

予測の見直しが必要となった場合、翌事業年度の計算書類において認識する固定

資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

（繰延税金資産の回収可能性)

（１）識別した会計上の見積りの内容を表す項目及び当事業年度の計算書類に記載した金額

繰延税金資産　　　－千円

（２）計算書類利用者の理解に資するその他の情報

①　算出方法

当社は、税務上の繰越欠損金及び将来減算一時差異に対して、将来の収益力に基

づく課税所得の見積りにより繰延税金資産の回収可能性を判断し、翌事業年度の

課税所得の見積額に基づいて繰延税金資産を算定しております。

②　主要な仮定

将来の収益力に基づく課税所得の見積りは、翌事業年度の事業計画を基礎として

おり、その主要な仮定は、翌事業年度における既存契約の継続及び新規契約の獲

得に関する予測であります。

既存契約については主として年間契約に基づく月額制のサービス提供業務である

ことを踏まえ、過年度からの継続状況を勘案して継続の可能性が高いと予測して

おります。新規契約の獲得については、顧客との交渉状況を勘案した上で契約獲

得の確度を判断しております。

③　翌事業年度の計算書類に与える影響

当該主要な仮定について、将来の国内外の不確実な経済条件の変動等により業績

予測の見直しが必要となった場合、翌事業年度の計算書類において認識する繰延

税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります 。
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３. 貸借対照表に関する注記

　　有形固定資産の減価償却累計額　　35,166千円

４. 損益計算書に関する注記

（１）関係会社との取引高

該当事項はありません。

（２）支払精算金

当社が実施している著作権使用料報告代行業務において音楽権利管理団体２団体への

報告内容に齟齬（過払、未払）が生じていることが判明しました。これを受けて音楽権利

管理団体と協議した結果、著作権使用料の未払については、当社負担による音楽権利管理

団体への支払を通じて精算することで合意しました。

当該合意に基づく当社負担額を支払精算金として計上しております。

なお、齟齬のある当社の報告に基づく音楽権利管理団体による著作権者への著作権使

用料の過払は回収に不確実性を伴うため未収計上はしておりません。
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株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 2,477,400株 －株 －株 2,477,400株

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 24,683株 2株 －株 24,685株

決 議 株式の種種
配 当 の

原 資

配当金の総額

（ 千 円 ）

１株当たり配当額

( 円 )
基 準 日 効力発生日

2 0 2 4年 6月 2 1日

定 時 株 主 総 会
普通株式 資本剰余金 7,358 3.0 2024年3月31日 2024年6月24日

決 議 予 定 株式の種種
配 当 の

原 資

配当金の総額

（ 千 円 ）

１株当たり配当額

( 円 )
基 準 日 効力発生日

2 0 2 5年 6月 2 0日

定 時 株 主 総 会
普通株式 資本剰余金 7,358 3.0 2025年3月31日 2025年6月23日

第13回
新株予約権

第14回
新株予約権

第15回
新株予約権

目的となる株式の種類 普通株式 普通株式 普通株式

目的となる株式の数 13,300株 68,000株 8,000株

新 株 予 約 権 の 残 高 133個 680個 80個

５. 株主資本等変動計算書に関する注記

（１）発行済株式の種類及び総数に関する事項

（２）自己株式の数に関する事項

（注）普通株式の増加2株は、単元未満株式の買取による増加であります。

（３）剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額等

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度になる

もの

（４）当事業年度末における新株予約権に関する事項

（注）権利行使期間の初日が到来していないものを除いております。
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繰延税金資産  　   (千円）

賞与引当金 12,991

未払費用 5,686

未払事業税 1,336

貸倒引当金 1,232

減価償却超過額 10,463

資産除去債務 5,358

退職給付引当金 37,761

一括償却資産超過額 767

長期前払費用 351

関係会社株式評価損 9,230

投資有価証券評価損 13,652

繰越欠損金 143,514

その他 22

　小計 242,370

　評価性引当額 △242,370

　繰延税金資産合計 －

６. 税効果会計に関する注記

（１）繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（２）法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

2025年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」（第12条関係）が国会で成立

し、2026年４月１日以後に開始する事業年度より防衛法人特別税が課されることとなりま

した。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算において使用する法定実効税率

は、2026年４月１日以降に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異等について、

30.6％から31.5％に変更しております。

なお、この税率変更による当事業年度の計算書類に与える影響はありません。

７. 金融商品に関する注記

（１）金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については主に短期的な預金等としており、また、資金調達に

ついては調達計画に照らして、必要な資金を金融機関からの借入により調達する方

針です。デリバティブ取引は行っておりません。

② 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

営業債務である買掛金はそのほとんどが１ヶ月以内の支払期日となっておりま

す。

③ 金融商品に係るリスク管理体制

イ. 信用リスク（取引先の契約不履行に係るリスク）の管理

当社は、与信管理規程に従い、役職者が日常的、定期的な取引先の情報の把握
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貸借対照表計上額 時価 差額

敷金及び保証金 105,689 95,565 △10,123

資産計 105,689 95,565 △10,123

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

敷金及び保証金 － 95,565 － 95,565

資産計 － 95,565 － 95,565

に努め、取引相手ごとの期日及び残高管理を行うとともに、各部と連携し、財

務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

ロ. 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）

の管理

当社は、各部からの報告に基づきコーポレートマネジメント室が適時に資金繰

計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持等により流動性リスクを管

理しております。

（２）金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。ま

た、現金及び市場価格のない株式等（貸借対照表計上額12,290千円）は注記を省略して

おり、「預金」「売掛金」「買掛金」「未払金」「未払費用」「未払法人税等」「未払

消費税等」「契約負債」「預り金」は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似す

ることから、注記を省略しております。

（単位：千円）

（３）金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じ

て、以下の3つのレベルに分類しております。

レベル1 の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格に

　　　　　　　　　より算定した時価

レベル2 の時価：レベル1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプッ

　　　　　　　　　トを用いて算定した時価

レベル3 の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらの

インプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレ

ベルに時価を分類しております。

時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
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収益分解の内容
合計

サービス提供 受託開発

顧客との契約から生じる収益 934,900 104,961 1,039,861

外部顧客への売上高 934,900 104,961 1,039,861

当事業年度

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 180,343 206,856

契約負債 5,806 792

（１）１株当たり純資産額 212円40銭

（２）１株当たり当期純損失 56円73銭

敷金及び保証金

この時価は、賃借期間の将来キャッシュ・フローと国債の利回り等適切な指

標に基づいた割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類して

おります。

８. 持分法損益等に関する注記

（１）関連会社に対する投資に関する事項

該当事項はありません。

（２）開示対象特別目的会社に関する事項

当社は、開示対象特別目的会社を有しておりません。

９. 関連当事者との取引に関する注記

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

10.収益認識に関する注記

（１）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

（２）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は「1．重要な会計方

針に係る事項の注記（4）収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。

（３）当事業年度及び翌事業年度以降の顧客との契約から生じる収益の金額を理解するため

の情報

（単位：千円）

11. １株当たり情報に関する注記

12. 重要な後発事象に関する注記

（資本準備金の額の減少及び剰余金の処分）

当社は、2025年５月12日開催の取締役会において、資本準備金の額の減少及び剰余金の
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個別注記表

処分について、2025年６月20日開催予定の第25回定時株主総会に付議することを決議いた

しました。

１．資本準備金の額の減少及び剰余金処分の目的

繰越利益剰余金の欠損を填補するとともに、株主の皆様への配当原資を確保し、今後の

資本政策の柔軟性および機動性を確保することを目的としております。

２．資本準備金の額の減少の内容

会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の全額を減少させ、その他資本剰余

金に振り替えます。

（１）減少する準備金の項目及びその額

　　　資本準備金　　　　　134,137,200円

（２）増加する剰余金の項目及びその額

　　　その他資本剰余金　　134,137,200円

３．剰余金の処分の内容

繰越利益剰余金は139,132,854円の欠損が生じておりますので、資本準備金の額の減少

の効力発生を条件に、会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金186,443,862円の

うち139,132,854円を繰越利益剰余金に振り替えて繰越欠損を解消するとともに、その他

資本剰余金のうち7,358,145円を使用して期末配当を実施するものであります。なお、剰

余金の処分後のその他資本剰余金は39,952,863円となります。

（１）剰余金の処分に関する事項

　　①減少する剰余金の項目及びその額

　　　その他資本剰余金　　　139,132,854円

　　②増加する剰余金の項目及びその額

　　　繰越利益剰余金　　　　139,132,854円

（２）期末配当に関する事項

　　①配当財産の種類

　　　金銭といたします。

　　②配当財産の割当てに関する事項およびその額

　　　当社普通株式１株当たり金３円といたします。この場合の配当総額は7,358,145円

　　となります。

４．資本準備金の額の減少に係る日程

（１）取締役会決議日　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年５月12日

（２）債権者異議申述公告日　　　　　　　　　　　　　　2025年５月15日

（３）債権者異議申述最終期日　　　　　　　　　　　　　2025年６月16日（予定）

（４）株主総会決議日　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年６月20日（予定）

（５）資本準備金の減少の効力発生日　　　　　　　　　　2025年６月20日（予定）

（６）剰余金の配当の効力発生日　　　　　　　　　　　　2025年６月23日（予定）

13. その他の注記

該当事項はありません。
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会計監査報告

独立監査人の監査報告書

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員 公認会計士　吉　田　亮　一

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員 公認会計士　北　澄　裕　和

２０２５年５月２２日
株 式 会 社 ソ ケ ッ ツ

　取締役会　御中

　　　　EY新日本有限責任監査法人
　　　　東　　京　　事　　務　　所

　監査意見

当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ソケッツの２０２４年４月１日から２０

２５年３月３１日までの第２５期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書

及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当

該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお

ける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国に

おける職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示する

ことにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役

の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の

記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載

内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、

そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報

告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

会計監査報告
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会計監査報告

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

計算書類等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明

することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利

用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家

としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適

切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク

評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性

及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事

項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対

して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している

かどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取

引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行

う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じ

ている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容につい

て報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
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監査役の監査報告

監　査　報　告　書

常 勤 監 査 役 相 田 俊 充 ㊞

社 外 監 査 役 大 塚 一 郎 ㊞

社 外 監 査 役 今 西 浩 之 ㊞

　当監査役会は、２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日までの第２５期事業年度の取締役の職務の執行に

関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたしま

す。

１. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

（１）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受け

るほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めま

した。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内

部監査人その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の

方法で監査を実施いたしました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、

必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社において業務及び財産の状況を調査いたしま

した。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その

他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第１００条第１項及び第３項

に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制シ

ステム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要

に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会

計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査

人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第１３１条各号に掲げ

る事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、

必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書並びに計算書類（貸借対照表、損益

計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

２. 監査の結果

（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに

関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人ＥＹ新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

２０２５年５月２２日

株 式 会 社 ソ ケ ッ ツ 監 査 役 会

（注）常勤監査役相田俊充は、会社法第2条第16号及び第335条第3項に定める社外監査役であります。

監査役会の監査報告

以　上
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資本準備金の額の減少

株主総会参考書類

第１号議案 資本準備金の額の減少の件

１．準備金の額の減少の理由

今後の分配可能額の充実により長期的な安定配当の継続を実施するととも

に、資本政策の柔軟性の確保を目的として、会社法第448条第１項の規定に

基づき、資本準備金の全額を減少するものであります。減少する資本準備金

の額はその他資本剰余金に振り替えたいと存じます。

減少する準備金の額及び準備金の額の減少が効力を生ずる日は次のとおり

であります。

２．準備金の額の減少の内容

（１）減少する準備金の額

資本準備金　　　　134,137,200円

（２）準備金の額の減少が効力を生ずる日

2025年６月20日

（ご参考）

当社は、本議案が本総会において原案どおり承認され、その効力が生じる

ことを条件として、2025年６月20日をもって、本議案による増加後のその他

資本剰余金の一部（139,132,854円）を繰越利益剰余金に振り替えることに

より、欠損を填補することにしております。なお、本議案を含む欠損の填補

に関する施策は、「純資産の部」における勘定科目間の振替処理であり、純

資産の額に変動はなく、株主の皆様のご所有株式数に影響を与えるものでは

ありません。
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剰余金処分

第２号議案 剰余金の処分の件

当社は、株主の皆様に対する積極的な利益還元を経営上の重要課題と位置

づけ、安定的な配当の実現を目指して取り組んでおります。

つきましては当期末配当金を、1株につき３円とさせていただきたいと存じ

ます。

また、遺憾ながら、当事業年度末において繰越利益剰余金に欠損が生じて

おりますので、その欠損填補により財務体質の健全化を図るとともに、今後

の株主還元をすることを目的としてその他資本剰余金を処分し、繰越利益剰

余金に振替えたいと存じます。

本議案の決議の効力は、第１号議案の承認可決を条件として、生ずるもの

といたします。

１. 期末配当に関する事項

当期の期末配当につきましては、継続的かつ安定的に配当を行うことを念

頭に株主価値の向上を図る等、総合的な観点から勘案し、以下のとおりとい

たしたいと存じます。なお 、このたびの配当原資は、その他資本剰余金とす

ることを予定しております。

（１）配当財産の種類

金銭といたします。

（２）配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金３円といたしたいと存じます。

この場合の配当総額は7,358,145円となります。

（３）剰余金の配当が効力を生じる日

2025年６月23日といたしたいと存じます。

２. その他の剰余金の処分に関する事項

（１）減少する剰余金の項目及びその額

その他資本剰余金　　139,132,854円

（２）増加する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金　　　139,132,854円
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候補者
番号

氏名
（生年月日）

略歴・当社における地位および担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当社の株
式数

1

うら べ こう じ

浦　部　浩　司
（1968年５月18日生）

1992年４月 日本合同ファイナンス㈱(現㈱ジャフ

コ)入社

1999年10月 ㈱ビジュアルコミュニケーション入社

執行役員就任

2000年６月 当社設立、代表取締役社長就任(現任）
　

661,600株

【選任理由】

浦部浩司氏は、2000年の当社創業以来一貫して当社代表を務め、豊富な経験、知見、人脈を

活かし、強いリーダーシップで当社を牽引すると共に、適切な意思決定、経営監督の実現を

図っております。これらのことから今後の更なる当社の成長のために適任であると判断し、

引き続き取締役候補者といたしました。

2

う かい ゆき ひろ

鵜　飼　幸　弘
（1959年２月19日生)

1981年４月 シャープ㈱入社
1989年２月 ㈱リコー入社
1990年９月 ㈱メガチップス入社
1998年６月 同社取締役就任
2000年６月 当社社外取締役就任（現任）
2008年６月 ㈱メガチップス代表取締役就任
2011年７月 ㈱テクノロジーハブ代表取締役就任

(現任)
2019年７月 SeeDevice,Inc.社外取締役就任(現任）
2024年７月 ㈱SeeDevice Japan代表取締役就任(現

任)
〔重要な兼職の状況〕
㈱テクノロジーハブ代表取締役
SeeDevice,Inc.社外取締役
㈱SeeDevice Japan代表取締役

15,000株

【選任理由及び期待される役割の概要】

鵜飼幸弘氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は東証1部（当時）上場企業の経営者経

験における知見を有しており、国内外における長年の技術開発や企業提携経験を活かした客

観的な助言や監督を期待するものであります。

第３号議案 取締役３名選任の件
　取締役４名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきまして
は、あらためて取締役３名の選任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次の通りであります。
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候補者
番号

氏名
（生年月日）

略歴・当社における地位および担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当社の株
式数

3

まち だ し ゅういち

町　田　修　一
（1959年3月13日生）

1982年４月 ㈱電通入社　ラジオ・テレビ局勤務
2001年４月 同社テレビ局放送確認部長
2005年４月 同社エンタテインメント局アニメ・キ

ャラクター事業部長
2012年４月 同社ラジオ・テレビ&エンタテインメ

ント局エンタテインメント室長
2014年４月 ㈱電通ミュージック・アンド・エンタ

テインメント出向
2014年６月 同社代表取締役就任
2022年４月 当社顧問就任
2024年６月 当社社外取締役就任(現任）
　

―

【選任理由及び期待される役割の概要】

町田修一氏を社外取締役候補とした理由は、同氏はマーケティング事業におけるエンターテ

イメント利活用という分野にて豊富な実績と知見を有しており、当社の中期的な成長シナリ

オ実現に向けて客観的かつ専門的なサポートを期待するものであります。

（注）１. 候補者鵜飼幸弘氏は、株式会社テクノロジーハブの代表取締役、SeeDevice, Inc.の

社外取締役および㈱SeeDevice Japan代表取締役を兼務しております。当社と各社と

の間に特別な取引関係はありません。

２. 各候補者と当社との間には、いずれも特別の利害関係はありません。

３. 候補者鵜飼幸弘氏および町田修一氏は社外取締役候補者であります。なお、当社は鵜

飼幸弘氏および町田修一氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、

同取引所に届け出ております。なお、両氏の再任が承認された場合には、当社は両氏

を引続き独立役員とする予定であります。

４. 候補者鵜飼幸弘氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在

任期間は、本総会終結の時をもって25年となります。

５. 候補者町田修一氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在

任期間は、本総会終結の時をもって１年となります。

６. 当社は候補者鵜飼幸弘氏および町田修一氏との間で会社法第423条第１項の損害賠償

責任について、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度とする契約を締

結しており、本議案において再任が承認された場合は、両氏との間の当該契約を継続

する予定であります。

７．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社と

の間で締結しており、これにより、取締役・監査役等が業務に起因して損害賠償責任

を負った場合における損害（ただし、保険契約上で定められた免責事由に該当するも

のを除く。）等を補填することとしております。なお、役員等賠償責任保険契約の保

険料は、全額を当社が負担しております。各候補者が取締役に選任され就任した場合

は、いずれの取締役も役員等賠償責任保険契約の被保険者となります。役員等賠償責

任保険契約の契約期間は、１年間であり、当該期間の満了前に取締役会において決議

のうえ、これを同内容で更新する予定であります。
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第４号議案　当社従業員及び社外協力者に対してストック・オプションとして発

行する新株予約権の募集事項の決定を取締役会に委任する件

会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき、当社従業員及び社外協

力者に対してストック・オプションとして発行する新株予約権の募集事項の決定

を取締役会に委任することの承認をお願いするものであります。

１．特に有利な条件で新株予約権を引き受ける者の募集をすることを必要とす

る理由

当社の業績向上に対する意欲や士気を高め、今後も継続的かつスピードを

上げて企業価値の向上を実行することを目的として、当社従業員及び社外協

力者に対し金銭の払込みを要することなく新株予約権を割り当てる。

２．新株予約権の割当対象者

当社従業員及び社外協力者に割り当てるものとする。

３．新株予約権の払込金額及び割当日

金銭の払込みを要しないものとし、割当日については、取締役会で決定す

る。

４．新株予約権の内容

（１）新株予約権の目的となる株式の種類及び数

当社普通株式30,000株を新株予約権の目的となる株式の数の上限とする。

なお、当社が株式分割（株式無償割当てを含む。）または株式併合を行う

場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただし、

かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で権利行使されていない新株予

約権の目的となる株式の数について行われ、調整の結果生じる１株未満の端

数については、これを切り捨てる。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

また、当社が合併、会社分割、株式交換または株式移転（以下、総称して

「合併等」という。）を行う場合、株式無償割当てを行う場合、その他目的

となる株式の数の調整を必要とする場合には、合併等、株式無償割当ての条

件等を勘案のうえ、合理的な範囲内で目的となる株式の数を調整することが

できる。

（２） 新株予約権の総数

300個を上限とする（新株予約権１個当たりの目的となる株式の数は100株

とし、上記(１)に定める株式の数の調整を行った場合は、同様の調整を行う

ものとする。）。
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（３）各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額またはその算定方法

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、次により決定される

１株当たりの払込金額（以下「行使価額」という。）に上記(２)に定める新

株予約権１個当たりの目的となる株式の数を乗じた金額とする。

行使価額は、新株予約権の割当日（以下「割当日」という。）の属する月

の前月の各日（取引が成立していない日を除く。）の、東京証券取引所にお

ける当社株式の普通取引の終値の平均値に1.05を乗じた金額（１円未満の端

数は切上げ）とする。ただし、当該金額が割当日の前日の終値（取引が成立

しない場合は、それに先立つ直近日の終値）を下回る場合は、当該終値とす

る。

なお、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価

額を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り上げる。

調整後　　　　調整前　　　　　　　１

　　　　　＝　　　　　×　────────

行使価額　　　行使価額　　分割・併合の比率

また、当社が時価を下回る価額で新株の発行または自己株式を処分する場

合（ただし、当社普通株式の交付と引換えに当社に取得される証券もしくは

当社に対して取得を請求できる証券及び当社普通株式の交付を請求できる新

株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）の行使並びに転換社

債の転換の場合は除く。）は次の算式により行使価額を調整し、調整の結果

生じる１円未満の端数は切り上げる。

　　　　　　　　　　既発行　新規発行株式数×１株当たり払込金額

　　　　　　　　　　　　　＋─────────────────

調整後　　調整前　　株式数　　　　　　１株当たり時価

　　　　＝　　　　×─────────────────────

行使価額　行使価額　 　　　　既発行株式数＋新規発行株式数

上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社

が保有する自己株式数を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には

「新規発行」を「自己株式の処分」、「１株当たり払込金額」を「１株当た

り処分金額」と読み替えるものとする。

また、当社が合併等を行う場合、株式無償割当てを行う場合、その他行使

価額の調整を必要とする場合には、合併等の条件、株式無償割当ての条件等

を勘案のうえ、当社は合理的な範囲内で行使価額を調整することができ、調

整の結果生じる１円未満の端数は切り上げる。

（４） 新株予約権を行使することができる期間

割当日の翌日から２年を経過した日を始期として2035年５月31日まで。
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（５）増加する資本金及び資本準備金に関する事項

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額

は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分

の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、その端数を切

り上げるものとする。

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金

の額は、上記の資本金等増加限度額から上記に定める増加する資本金の額を

減じた額とする。

（６）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の決議による承認

を要するものとする。

（７）新株予約権の行使により発生する端数の切捨て

新株予約権者に交付する株式の数に１株に満たない端数がある場合には、

これを切り捨てるものとする。

（８）新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当てを受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権

利行使時まで継続して、取締役、監査役、従業員、顧問、アドバイザー、コ

ンサルタント、社外協力者、業務委託先等その名目の如何を問わず、当社ま

たは当社関係会社（財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則にお

いて規定される関係会社をいう。）との関係で委任または請負等の継続的な

契約関係にある場合に限り行使できる。ただし、定年退職その他正当な理由

がある場合は、この限りではない。

（９）新株予約権の取得事由及び取得の条件

①　当社は、新株予約権者が上記(８)で定める条件に該当しなくなった場

合は、当該新株予約権を無償で取得する。

②　前号に定めるほか、当社は、当社取締役会が取得する日を定めたとき

は、当該日が到来することをもって、当該新株予約権の全部または一

部を無償で取得する。なお、新株予約権の一部を取得する場合には、

取締役会の決議によりその取得する新株予約権の一部を定める。

（10）組織再編成時の取扱い

当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設

分割、株式交換または株式移転（以下、総称して「組織再編成行為」とい

う。）する場合において、組織再編成行為の効力発生の直前において残存す

る募集新株予約権の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第

236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編成対象会

社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することと

する。この場合において、募集新株予約権は消滅するものとする。ただし、
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以下の条件に沿って再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併

契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株

式移転計画において定めた場合に限るものとする。

イ　交付する再編成対象会社の新株予約権の数

組織再編成行為の効力発生の直前において残存する募集新株予約権の

新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付す

るものとする。

ロ　新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の種類

再編成対象会社の普通株式とする。

ハ　新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の数

組織再編成行為の条件等を勘案のうえ、(１)に準じて決定する。

ニ　新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織

再編成行為の条件等を勘案のうえ、調整した再編成後の払込金額に新

株予約権の目的である株式の数を乗じて得られる金額とする。

ホ　新株予約権を行使することができる期間

（４）に定める募集新株予約権を行使することができる期間の開始日

と組織再編成行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、（４）に

定める募集新株予約権を行使することができる期間の満了日までとす

る。

へ　新株予約権の行使の条件

（８）に準じて決定する。

ト　譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編成対象会社の承認を要

するものとする。

チ　再編成対象会社による新株予約権の取得事由及び取得の条件

（９）に準じて決定する。

新株予約権１個当たりの公正価額は、割当日における当社株価及び行使価

額等の諸条件をもとに、ブラック・ショールズ・モデルを用いて算定する。

５．細目事項

新株予約権に関する細目事項は、取締役会で決定する。

以　上

－ 52 －
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地図

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

会場：東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目23番５号

プライム千駄ヶ谷ビル３階

株式会社ソケッツ本社 会議室

　　TEL 03 - 5785 - 5518
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１

プライム千駄ヶ谷ビル ３階
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通
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仙寿院

北参道北参道

千駄ヶ谷小千駄ヶ谷小

交　通
　❶東京メトロ副都心線「北参道駅」１番出口より徒歩６分
　❷ＪＲ中央線・総武線各駅停車「千駄ヶ谷駅」より徒歩６分

　　❸都営大江戸線「国立競技場駅」Ａ４出口より徒歩６分
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